
1年化学基礎 1学期期末考査 R4年7月6日（水） 1限

※1~4は「知識・技能」に関する問題、 5~8(裏面）は「思考・判断・表現」に関する問題である。

1. 次の①～⑤のイオンの名称、および⑥～⑩のイオンのイオン式を答えよ。

① Ag+ 

⑥ 亜鉛イオン

② NHけ ③ Fe2十④ CHsCoo-

⑦ リチウムイオン ⑧ 臭化物イオン ⑨ 硝酸イオン

二I/IJ叫笈 ・ 
⑤ Cr20ぞ

⑩ 炭酸水素イオン

2. 下表の①～⑨は、対応する陽イオンと陰イオンの組み合わせで生じる化合物の組成式であり、ア～ケはその

組成式に対応する物質名である。以下の問いに答えよ。

叶
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Mり，(POり1

こ ン OH― 02- PO/-

K+ ①／ア ②／イ ③／ウ

Mg2+ ④／エ ⑤／オ ⑥／カ

Fe3+ ⑦／キ ⑧／ク ⑨／ケ

(1)②、⑥、⑦にあてはまる組成式を答えよ。

(2)ア、オ、ケにあてはまる物質の名称を答えよ。

3. 分子の構造式に関して、以下の各問に答えよ。
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(1)次のア～工の原子価を答えよ。

ア．酸素 イ．窒素 ウ．水素 エ．炭素

(2) (1)で答えた原子価をもとに、次の①～④の分子の構造式を解答襴に記入せよ。
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4. 下に示す周期表の概略図をもとに、以下の各問に答えよ。
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(1) 1869年、当時知られていた 63種類の元素で、初めての周期表を作った人物の名前を答えよ。

(2)図中のB,C,D,Gの元素群の名称をそれぞれ答えよ。

(3)図中で非金屈元素に相当する領域をすべて選ぴ、A~Iのアルファベットで答えよ。

(4)元素群 Dの氾子配置の特徴を説明せよ。
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5. 下に示す原子ア～工について、以下の問いに答えよ。

ア-~ · イ.Beり孔 ウ.F~ -) I 。 ェ, Ca り 0 ~ri 乙11

(1)原子ア～エがイオンになったときの電子配置を解答襴に図示せよ。このとき、図の最も内側の円は原子

核を示すものとして、原子核内には陽子数に符号（＋）をつけたものを記入しておくこと。

(2)ア～エがイオンになったとき、同じ電子配置である希ガスの名称をそれぞれ答えよ。 日 He 

◎ ._ いり・ ＇ャI・トI・$'. H~、図 ： し：柘 B CWof, 

6. 次の分子①～⑥に関して、以下の問い．に答えよ。 卜, No..~~ A I Si'~ Sci) 

＠ 二硫化炭素 CS2 凰ァセチレン C2H2 戯 ホスフィン PHs jc._ CC¥ S 

い硫化水素比S ⑲ 四塩化炭素 c~
.、s・．じ

＠ 酸素 02 . .c-・s・. ・s・. 
(1)①～③の分子について、最外殻電子を点(・) • • 

．と．．勺..s・ 
，、 で示した電子式で示せ。

(2)①～⑥の中で、 1分子内に生些宜璽王社が4組ある分子をすべて選び、番号で答えよ。 s.c. s 
(3)①～⑥の中で 1分子内の去五墨土且が最も多いノ分子を選び、番号で答えよ。
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7. 下に示す原子 A~Eに関して、以和5問いに答えよ。なお、 (2)~(4)に関しては、A~Eの文字を用いて

答えること。 'c:s:s_・ ．．．． 
.5
 

• 

．
 

．
 

[
S
 

ヽ｀
 

.
C
 

｀
 

-t 、． ゞ全翠ヽ•
H:、C:¥-1

日 。心ロ― , r • • • • • • •:、疇 ＼ ｀．
(1)次の①～③の原子の組み合わせで生じる化学結合の名称を答えよ。 、C・. ・. . . . . C¥ .Cl .C ¥'. ・. し1・ .'.

① AとB ② BとC ③ c_とD

(2) A~Eの中から2種類の原子が結合するとき、 1:1の割合で結合する原子の組み合わせを全て答えよ。

(3) A~Eの中から2種類の原子が結合するとき、1:4の割合で結合する原子の組み合わせを全て答えよ。
と―- - . 

(4) CとDから生成する物質の化学式を答えよ。

8. 右は塩化ナトリウムの結晶を図示したものである。塩化ナトリウムに代表されるイオン結晶に関して、次の各

問いに答えよ。

(lJイオン結晶は硬いが、強い衝撃により面方向で割れやすく、この性質は「へき開」と

呼ばれる。 どうしてこのような性質を持っているのか、具体的に説明せよ。

(2)イオン結晶は、固体のときには俎気を導かないが、融解した液体や水溶液の状態

では電気を導けるようになる。これらの状態で電気伝導性が現れる理由を説明せよ。
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※ 問題5~8の解答は裏面 □ |合計 二
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